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□ 

温
泉
観
光
の
目
玉 

「
湯
け
む
り
・
ド
ッ
ク
」 

 

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
」。

厄
介
な
病
名
で
あ
る
。
気
が
滅

入
っ
て
く
る
。
そ
の
対
策
と
し

て
今
春
か
ら
腹
回
り
に
も
目
を

配
る
新
し
い
健
診
が
始
ま
っ
た
。

男
性
な
ら
八
十
五
㌢
、
女
性
で

九
十
㌢
以
上
あ
れ
ば
要
注
意
と

い
う
。
自
業
自
得
と
は
い
え
し

ま
り
の
な
い
吾
が
腹
を
見
て
は

た
め
息
が
出
る
。
た
っ
ぷ
り
と

膨
ら
ん
だ
腹
、
年
齢
相
応
の
貫

禄
、
人
生
を
積
み
重
ね
て
き
た

証
し
、
と
み
る
の
は
も
う
古
い

ら
し
い
。「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
」と
診
断
さ

れ
れ
ば
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」
と
し
て
う
っ
と

う
し
い
エ
キ
サ
サ
イ
ズ
が
待
っ
て
い
る
。
息
を

一
息
吹
き
か
け
れ
ば
自
由
に
伸
び
る
魔
法
の
巻

き
尺
は
ど
こ
か
に
な
い
も
の
か
、
…
…
。 

が
、
そ
の
療
法
が
「
温
泉
と
ヘ
ル
シ
ー
な
山
・

海
の
珍
味
」
と
な
れ
ば
ど
う
だ
ろ
う
。
無
精
者

に
は
ピ
ッ
タ
リ
、
話
は
大
分
違
っ
て
来
る
。
決

し
て
夢
物
語
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
現
実
に
な
り

米子 鳥取 

中国
勝山 

新見 
津山 

岡山 姫路

湯原温泉 
至 

京
都 至 

広
島 

湯原温泉の位置図 

 
【観光・ニュートレンド】 

「温泉」と「人間ドック」の「ドッキング」 
―〈湯けむり・ドック〉ー 

真庭市国民健康保険湯原温泉病院 

http://www.net626.co.jp/hospital/ 

湯 原 町 旅 館 協 働 組 合 
http://www.yubara.com/ 

新・旧の綾が 
織りなす温泉街

寝
こ
ろ
ん
で 

蝶
と
ま
ら
せ
る 

外
湯
か
な 一

茶

名
所
「
砂
湯
」
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つ
つ
あ
る
の
だ
。称
し
て「
ヘ
ル
ス
・
ツ
ア
ー
」。

大
手
旅
行
会
社
に
よ
れ
ば
、
現
在
、
全
国
で
二

百
三
十
種
類
の
「
ヘ
ル
ス
・
ツ
ア
ー
」
が
組
ま

れ
、
そ
の
市
場
規
模
は
四
兆
千
億
円
に
達
す
る

と
い
う
（
国
内
旅
行
の
市
場
規
模
：
約
二
十
四

兆
円
）。二
年
ほ
ど
前
か
ら
と
み
に
増
え
て
き
た
。 

こ
う
し
た
「
ヘ
ル
ス
・
ツ
ア
ー
」
の
先
駆
け

に
な
っ
た
の
が
「
湯
原
温
泉
」、「
温
泉
」
と
「
人

間
ド
ッ
ク
」
が
ド
ッ
キ
ン
グ
し
た
「
湯
け
む
り
・

ド
ッ
ク
」。「
湯
原
温
泉
」
は
「
温
泉
町
」
と
し

て
の
原
点
に
立
ち
返
り
、「
癒
し
」を
テ
ー
マ
に

町
の
活
性
化
、「
温
泉
町
」の
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン

ジ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

□ 

「
日
本
人
は
温
泉
の
心
身
へ
の
癒
し
効
能
を

上
手
く
利
用
し
て
き
た
」
と
熱
く
語
る
の
は
、

温
泉
療
法
の
普
及
に
情
熱
を
注
ぐ
、
川
上
俊
爾

院
長（
真
庭
市
国
民
健
康
保
険
湯
原
温
泉
病
院
）。

と
は
い
え
、
わ
ざ
わ
ざ
温
泉
町
に
ま
で
来
て
、

「
人
間
ド
ッ
ク
」
に
入
ろ
う
な
ど
と
誰
が
思
い

立
と
う
。
明
日
の
「
ド
ッ
ク
入
り
」
を
控
え
夜

八
時
以
降
は
絶
食
。
検
査
当
日
と
も
な
れ
ば
朝

食
は
も
と
よ
り
、
水
、
煙
草
、
一
切
厳
禁
。「
癒

し
」
ど
こ
ろ
か
返
っ
て
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
る
。 

が
、
医
療
技
術
の
進
歩
が
「
温
泉
」
と
「
人

間
ド
ッ
ク
」
の
ド
ッ
キ
ン
グ
を
可
能
に
し
た
。

「
ペ
プ
シ
ノ
ー
ゲ
ン
法
」、「
胃
ガ
ン
健
診
」
に

用
い
ら
れ
る
。
一
般
的
に
「
胃
ガ
ン
健
診
」
に

は
「
Ｘ
線
法
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、

「
Ｘ
線
法
」
で
は
「
絶
食
」
が
避
け
ら
れ
な
い
。

加
え
て
検
査
後

に
残
る
下
腹
部

の

不

快

感

。

「
ペ
プ
シ
ノ
ー

ゲ
ン
法
」
な
ら

こ
う
し
た
こ
と

は
な
い
。
血
液

を
数
㏄
採
取
す

る
だ
け
の
簡
便

さ
。
し
か
も
朝

食
は
十
時
ま
で

な
ら
可
能
、
と

い
う
。 

こ
こ
に
「
温
泉
」
と
「
人
間
ド
ッ
ク
」
が
融

合
、「
湯
け
む
り
・
ド
ッ
ク
」
が
誕
生
し
た
。
公

立
医
療
機
関
と
温
泉
宿
の
協
働
の
成
果
で
あ
る
。 

申
し
込
み
は
泊
ま
り
た
い
宿
に
ド
ッ
ク
と

合
わ
せ
て
予
約
す
れ
ば
済
む
。
後
は
万
事
宿
が

手
配
。
検
査
当
日
、
朝
湯
で
ゆ
っ
く
り
心
身
を

癒
し
、
季
節
の
味
覚
を
賞
味
。
健
診
は
午
後
一

時
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
検
査
時
間
は
た
っ
た

の
二
時
間
。
採
血
、
血
圧
、
視
力
、
身
長
、
体

重
、
…
。
特
に
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
医
師

に
相
談
す
れ
ば
よ
い
。
念
入
り
に
チ
ェ
ッ
ク
し

て
く
れ
る
。
費
用
は
一
泊
二
食
の
宿
代
、
検
査

検査項目 検 査 内 容 

診察時 身長、体重、視力、聴力、胸部聴診、

腹部触診、直腸検査、乳ガン検査 

血圧測定 坐位 

尿検査 糖半定量、蛋白半定量、潜血 

糞便検査 免疫便潜血反応検査 

血液学的検査 抹消血液一般検査、ヘマトリック値、

血色素、赤血球数、白血球数 

生化学的検査 空腹時血糖、総コレステロール、GOT、

GPT、ALP、γ-GTP、中性脂肪、尿酸、

クレアチニン、 

HDL－コレステロール 

心電図検査 １２誘導 

胸部レントゲン検査 直接撮影 

胃ガン健診 ペプシノーゲン法 

人間ドック検査項目

川上院長による問診 

 

川上俊爾院長 

（真庭市国民健康保険湯原温泉病院）
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費
用
の
一
切
合
財
を
含
め
約
三
万
円
、
割
安
で

あ
る
。
一
日
十
人
ま
で
の
限
定
プ
ラ
ン
、
平
成

十
六
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
毎
年
百
名
ほ
ど
が

受
診
す
る
。
団
塊
の
世
代
や
主
婦
を
主
な
受
診

客
と
見
込
ん
で
い
た
が
、
以
外
に
も
年
齢
は
二

十
六
～
八
十
六
歳
と
幅
が
広
い
。
評
判
を
聞
き

込
み
遠
く
は
東
京
や
九
州
か
ら
も
や
っ
て
く
る
。

リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
。
岡
山
県
内
の
女
性
グ
ル

ー
プ
は
グ
ル
ー
プ
旅
行
と
し
て
毎
年
や
っ
て
く

る
、
と
か
。
そ
う
か
と
思
え
ば
、
祖
母
を
車
で

送
っ
て
き
た
若
者
が
「
自
分
も
」
と
い
う
こ
と

で
、そ
の
ま
ま
受
診
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。 

□ 

「
社
会
に
ス
ト
レ
ス
が
充
満
し
て
い
る
。

『
温
泉
地
』
は
こ
う
し
た
こ
と
に
も
っ
と
関
わ

っ
て
い
か
な
い
と
」、
川
上
さ
ん
は
強
調
す
る
。

バ
ー
デ
ン
・
バ
ー
デ
ン
（
注
：
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
ま

で
遡
る
温
泉
保
養
地
、
設
備
の
整
っ
た
医
療
湯
治
で
世
界

中
か
ら
「
湯
治
客
」
を
呼
び
込
ん
で
い
る
）
に
代
表
さ

れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
温
泉
保
養
地
。
温
泉
専
門

医
が
常
駐
し
心
休
ま
る
療
養
が
受
け
ら
れ
る
、

と
聞
く
。
そ
れ
に
負
け
な
い
「
温
泉
町
」
を
。

呑
め
や
歌
え
の
ド
ン
ち
ゃ
ん
騒
ぎ
は
と
う
の
昔
。

今
や
「
隠
れ
宿
に
懐
石
料
理
」
と
い
っ
た
謳
い

文
句
す
ら
色
あ
せ
つ
つ
あ
る
の
だ
。 

 □ 

町
全
体
が
「
ひ
と
つ
の
温
泉
宿
」 

―
「
温
泉
指
南
役
」
― 

 

一
方
、
湯
原
温
泉
は
「
温
泉
指
南
役
」
と
呼

ば
れ
る
湯
原
温
泉
独
自
の
「
温
泉
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
」
制
度
を
持
っ
て
い
る
。
健
康
状
態
に

あ
っ
た
入
浴
法
を
指
導
す
る
温
泉
の
達
人
た
ち

で
あ
る
。
「
温
泉
を
売
り
物
に
し
て
お
き
な
が

ら
温
泉
の
こ
と
は
な
ん
に
も
」。古
林
伸
美
理
事

長
（
湯
原
町
旅
館
協
同
組
合
）
は
頭
を
掻
く
。

Ｐ
Ｈ
（
水
素
イ
オ
ン
指
数
）
ひ
と
つ
を
と
っ
て

み
て
も
、温
泉
の
効
用
と
ど
う
関
係
す
る
の
か
、

自
信
を
持
っ
て
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
、と
い
う
。

町
の
掛
け
替
え
の
な
い
財
産
が
な
い
が
し
ろ
に

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
反
省
か
ら
「
温
泉
指

南
役
」
は
生
ま
れ
た
。
平
成
十
五
年
に
ス
タ
ー

ト
、
温
泉
療
法
医
の
有
資
格
者
が
講
師
を
務
め

る
。
温
泉
に
つ
い
て
の
ひ
と
と
お
り
知
識
は
も

と
よ
り
、
正
し
い
入
浴
法
、
思
わ
ぬ
事
故
に
備

え
て
の
応
急
手
当
も
指
導
さ
れ
る
。
現
在
、
町

内
で
六
十
五
名
が
活
躍
。
温
泉
客
の
な
か
に
も

「
指
南
役
」
を
取
得
し
た
者
が
十
名
も
い
る
、

と
か
。
古
林
さ
ん
は
「
町
全
体
を
『
指
南
役
』

で
一
杯
に
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。
町
の
将
来

を
担
う
小
学
生
た
ち
も
「
指
南
役
」
の
免
許
皆

「温泉指南役」おすすめ入浴法 
①入浴の準備：お化粧は落としてください。 
②掛け湯：温度に慣れるために足の方から。また、

お湯をきれいに保つためにもお尻はよく洗って。 
③足湯：片足ずつゆっくりと 
④腰湯：いきなり全身浴せず、３分ほど下半身を温

めて。特に冬場の露天風呂では重要です。 
⑤手湯：入浴中に手のひらのツボをマッサージする

と肩こりにも効果的。 
⑥全身浴１回目：５分以内で 
⑦休憩：湯船に腰掛けたり、洗い場で休んでくださ

い。湯原のお湯には洗浄力があるので石鹸は少な

めに。 
⑧全身浴２回目：５分以内で。 
⑨上がり湯：シャワーや掛け湯をします。 
⑩拭く：温泉成分を拭き取ってしまわないよう、バ

スタオルは軽く使う程度で。 
⑪水分補給： 
⑫ゆっくり休む：30分程度休んでください。 

「温泉指南役」の免許証 
川上院長は温泉療法医として「指

南役」の講師役も務める 
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伝
に
挑
戦
し
て
い
る
、
と
い
う
。 

「
湯
け
む
り
・
ド
ッ
ク
」
に
「
温
泉
指
南
役
」、

「
温
泉
」
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て
の
町
活
性
化

の
取
り
組
み
。努
力
が
実
り
、「
人
に
優
し
い
宿

づ
く
り
賞
（
平
成
十
六
年
度
）」
で
「
厚
生
労
働

大
臣
賞
」・
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。 
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□ 
 

■ 
 

□ 

「
湯
原
温
泉
」
は
山
陰
と
山
陽
を
結
ぶ
「
大

山
道
」
沿
い
に
湧
く
。
江
戸
時
代
に
は
既
に
三

十
軒
あ
ま
り
の
湯
屋
が
並
び
、
行
き
交
う
旅
人

に
「
癒
し
」
を
提
供
し
て
い
た
。
湯
量
は
一
分

当
た
り
六
千
㍑
、
自
噴
泉
で
は
日
本
一
の
規
模

で
あ
る
。
狭
い
谷
間
に
あ
る
こ
と
か
ら
大
規
模

な
宿
泊
施
設
の
建
設
は
ま
ま
な
ら
ず
、
今
で
も

往
時
の
「
湯
治
場
」
の
面
影
を
色
濃
く
残
し
て

い
る
。川
沿
い
に
軒
を
連
ね
る
二
十
数
軒
の
宿
、

ほ
と
ん
ど
が
宿
泊
客
二
十
～
四
十
名
ほ
ど
の
こ

じ
ん
ま
り
し
た
宿
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
観
光
バ
ス
で
大
挙
し
て
乗
り
込
む
団
体
ツ
ア

ー
客
か
ら
は
敬
遠
さ
れ
、
客
筋
の
ほ
と
ん
ど
は

小
人
数
の
グ
ル
ー
プ
旅
行
客
か
ら
な
る
。 

 

古林伸美理事長 
（湯原町旅館協同組合）

「
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
ず
に
こ
こ
に
い
た
け

れ
ば
自
ら
変
わ
ら
な
け
れ
ば
」、
川
上
さ
ん
、
古

林
さ
ん
、
共
に
口
を
揃
え
る
。
町
が
健
康
で
あ

る
た
め
に
は
、
町
に
も
「
新
陳
代
謝
」
が
欠
か

せ
な
い
。
時
代
の
ニ
ー
ズ

を
先
取
り
し
た
取
り
組
み
、

そ
れ
が
人
々
を
呼
び
込
み

新
し
い
交
流
の
機
会
を
創

る
。 全

国
で
温
泉
町
が
苦
戦
し
て
い
る
な
か
、

「
湯
原
温
泉
」
は
善
戦
し
て
い
る
方
だ
、
と
い

う
。
そ
れ
で
も
ピ
ー
ク
時
の
昭
和
四
十
七
年
（
新

幹
線
岡
山
駅
開
業
、
年
間
約
二
十
七
万
人
）
か
ら
す
れ

ば
客
数
は
六
割
に
減
っ
た
。
こ
こ
数
年
は
対
前

年
比
で
減
少
が
続
い
て
い
る
。 

 

女
将
（
お
か
み
）
の
な

り
手
、
後
継
ぎ
の
引
き
受

け
手
が
引
く
手
あ
ま
た
、

こ
う
し
た
「
温
泉
町
」
に

向
け
て
湯
原
温
泉
の
挑
戦

は
止
む
こ
と
は
な
い
。
湯

原
温
泉
の
取
り
組
み
に
こ

こ
し
ば
ら
く
は
目
は
離
せ
な
い
。 

 

古
林
さ
ん
愛
用
の
ロ
ン
ド
ン
タ
ク
シ
ー
で
町

自
慢
の
「
エ
コ
ー
ツ
ア
ー
」
に
。
宿
か
ら
廃
棄

さ
れ
る
天
ぷ
ら
油
、そ
の
再
生
オ
イ
ル
で
走
る
。

山
海
の
珍
味
の
エ
キ
ス
を
存
分
に
吸
収
し
た
オ

イ
ル
だ
け
に
エ
ン
ジ
ン
は
極
め
て
快
調
。
下
校

途
中
の
子
供
た
ち
が
寄
っ
て
き
た
。
頬
っ
ぺ
が

一
様
に
ピ
ン
ク
色
だ
。
温
泉
の
効
能
が
効
い
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
屈
託
の
な
い
明
る
い
笑

顔
。
こ
の
子
ら
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
は
、

谷
間
の
温
泉
町
は
い
ろ
ん
な
人
々
か
ら
な
る

「
千
の
色
」
に
き
っ
と
色
づ
い
て
い
る
に
違
い

な
い
。 

300,000 

100,000 

200,000 

宿泊客数 
（人/年） 

H19 H13 H7H1 
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美
肌
効
果
、
慢
性
皮
膚
疾
患
、

角
化
症
、
神
経
痛
、
リ
ウ
マ

チ
、
慢
性
筋
肉
痛
、
運
動
麻

痺
、
痔
疾
、
慢
性
消
化
器
疾

患
、
冷
え
性
、
五
十
肩
、
疲

労
回
復
、
ほ
か 

【泉質】【効能】

【
湯

原

温

泉
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